上士幌町地域防災計画見直し業務プロポーザル募集要項
１　公募型プロポーザル方式で提案を求める趣旨 

平成２４年度上士幌町において実施する上士幌町地域防災計画の見直しについて、最新

の防災基本計画、北海道地域防災計画、各種法令の改正等を踏まえ、現実に即した実効性のある防災計画を策定するために、民間事業者の創意工夫と専門的知識、経験、技術等を最大限活用し、町民並びに町にとって最も効果的な計画が策定できる事業者を選定することを目的として提案を募集する。

２　提案の審査及び契約の方法 

公募により、一定の参加資格を有する者から上士幌町地域防災計画見直し業務（以下

「本業務」という。）に関する提案を受け、上士幌町地域防災計画見直し事業者選定委員会（以下「選定委員会」という。）において、提出された提案書の書類審査及び一次審査を行い、総合的に優れた提案を行った者数社を選定し、その者を対象に二次審査を行う。

二次審査は、実際に業務に携わるものを含め、選定委員会でヒアリングを行い決定す

るものとする。

なお、提案書等の審査に関する必要な事項は、選定委員会においてこれを定める。 

契約に際しては、提案事項は必ず実施することとし、本町において特別の意向がある場合は、

協議調整を行った上、合意が得られた時点で契約を行う。また、契約書に記載する項目の

詳細については、基本的に本町において決定するものとする。
３　業務概要
　　今回、当該プロポーザルにて特定される業者が行う業務は次のとおりとする。

　（１）対象業務名：上士幌町地域防災計画見直し業務

　（２）業務内容：①上士幌町地域防災計画の見直し

・地震対策編の作成

・風水害・火山災害対策編の作成

・資料編の見直し

　　　　　　　　　　②職員初動マニュアルの見直し
　　　　　　　　　　※詳細については、別紙「委託仕様書」のとおり

　（３）履行期限：平成２５年１２月３０日（月）
　　　　　　　　　　
　（４）提案上限額：１０，０００，０００円（税込）
　　　　　　　　　※支払は、契約金額の５０％を平成２４年度、残りを平成２５年度とする。

４　参加資格

本業務にかかる企画提案に参加できる者は、次の要件を満たす者であること。

（１）地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号。以下「地方自治令」という。）第167条の4の規定に該当しない者であること。

　　（２）過去に地方自治体の地域防災計画の策定実績を有する者であること。

　　（３）防災計画策定に必要な専門知識及び技術を有する者であること。

５　提出書類
（１）提出書類

　提案に際し、提出を求める書類は次の①～⑦とする。なお、作成にあたっては「９　運営事業者選定のポイント」が判断できる事項を記述すること。
①提案申請書（様式１）

②上士幌町地域防災計画見直し提案書

③提案項目説明資料

④事業実績

⑤計画見直し業務見積書　

⑥会社概要
⑦法人決算書（直近３期分）

（２）提出書類の説明

②上士幌町地域防災計画見直し提案書

・提案書（Ａ４サイズ様式任意：枚数は自由。ただし、過剰な添付資料は控えること）

・業務実施方針、実施手法、工程計画を添付すること。（様式は任意）

・項目によっては、説明資料を別紙として作成することも可とする。

・提案事項については、原則本業務において必ず実施する事項とする。

・仕様書による提案事項以外に、独自の提案がある場合は追加ページとして、その旨明記し提案することは可とする。ただし、費用を必要とする場合は別途見積書の提出を要する。

③提案項目説明資料（Ａ４またはＡ３サイズ）

・上記①で別紙として作成した説明資料のこと。（無い場合は添付不要）

④事業実績（Ａ４サイズ）

・過去１０年間（平成１４年～平成２３年）の防災計画策定実績について、自治体名と実施年度を明記して作成すること。

⑤計画見直し業務見積書（Ａ４サイズ）

・提案内容を実施するために必要な事項について、項目、数量・単価・金額が把握できる見積書（消費税込み）を添付すること。

・②で独自の提案がある場合は、本業務の見積書とは別に、別紙として見積書を提出すること。
６　提出期限等
　　（１）提出期限　平成２４年４月１３日（金）午後５時１５分まで
　　（２）提出部数１０部

　　　　　　※見積書については正本１部のみを原本とし、残り９部は複写可とする。

　　（３）提出方法　持参（土日、祝祭日及び時間外は受け付けない）又は郵送によること。なお、郵送により提出する場合は、提出期限までに必着のこと。
　　（４）提出先　〒０８０－１４９２　北海道河東郡上士幌町字上士幌東３線２３８番地

　　　　　上士幌町　総務課　契約・防災担当　（庁舎２階）

　　　　　電　話：０１５６４－２－２１１１（内線２３６）

　　　　　ＦＡＸ：０１５６４－２－４６３７

　　　　　Ｍail：soumuka@town.kamishihoro.hokkaido.jp
７　質問受付方法等
　　（１）本実施要項の内容に不明な点がある場合は、質問書（様式２）を提出すること。

　　（２）提出期限　平成２４年４月９日（月）午後１７時１５分まで
　　（３）提出方法　質問書を防災担当にメールにて行うこと。

　　（４）メールアドレス　soumuka@town.kamishihoro.hokkaido.jp

　　（５）回答方法　提出された質問に対する回答はファックス又はメールにて質問者のみに行

う。
８　企画提案書プレゼンテーション（二次審査）の予定日等

　　（１）日時　平成２４年４月２６日（木）１３時～　山村開発センター第３研修室
　　　　　但し、変更する場合もあるため、日時場所等詳細については、別途連絡する。
　　（２）提案説明時間　１社当たり３５分程度（説明２０分、質疑応答１５分程度）
　　　　　　※必要な機材等は、提案者が手配すること。
　　（３）その他
　　　　　書類選考により合格した者でプレゼンテーションを行う。
　※一次審査の合否の結果は４月１７日に通知する予定です。

書類選考の審査経過に関する質問には一切回答しない。また、審査結果については、異議の申し立ては受け付けない。
９　運営事業者選定のポイント 
（１）適切性：災害から住民の生命と財産を守るため、現地踏査や関係資料の分析により十分なアセスメントを行い、経験と技術力に基づいた計画が策定できるか。
（２）専門性：防災部門における情報収集や分析、技術力等において、いかに専門性を有しているか。
（３）作業体制：計画策定に必要な社内の作業体制が準備できるか。

（４）実　　績：経験と実績がどの程度あるか。

（５）創意工夫：計画書の策定において単なる項目の記述に終わらず、構成や内容、見やすさなどに創意工夫が盛り込まれるかどうか。
これまでの計画スタイルにとらわれず、専門性を活かした新たな視点を盛り込んだ計画策定が行える工夫がされているかどうか。
（６）経済性：適正な見積額が提示されているかどうか（見積書で判断します。）
１０　審査結果の通知

　　　企画提案プレゼンテーション実施後、１０日間以内に文書又はメールにて通知する。なお、審査経過に関する質問には一切回答しないことと、審査結果については、異議の申し立ては受け付けない。

１１　提案者の失格
　　（１）正当な理由もなく、提出期限を過ぎて企画提案書が提出された場合。
　　（２）提出書類に虚偽の記載があった場合。
　　（３）会社更生法の適用を申請する等、契約を履行することが困難と認められる状態に至った場合。

　　（４）審査の公平性を害する行為があった場合。

　　（５）前各号に定めるもののほか、企画提案にあたり著しく信義に反する行為等委員長が失格であると認めた場合。
１２　その他
　　（１）経費負担

　　　　　企画提案書等の作成経費や旅費等の必要経費等は参加者の負担とする。

　　（２）書類の返却について

　　　　　提出後の提案書等の書類は返却しない。

　　（３）辞退について

　　　　　提案を辞退する場合には、辞退届（様式は任意）を提出すること。
委託仕様書

１　委託事業名

　　上士幌町地域防災計画見直し業務

２　事業の目的

　　本業務は、現行の上士幌町地域防災計画について、東日本大震災をはじめとする近年発生した災害の教訓、防災関係法令等の改正等や最新の防災基本計画、北海道地域防災計画の修正を踏まえて、現実的かつ分かりやすく実効性の高い計画に見直すこと、並びに地域防災計画の実効性を高めるための方策を企画・実施することにより全庁職員及び町民の災害対応力の向上を図ることを目的とする。
３　業務期間

　　　平成２４年４月下旬（契約日）～平成２５年１２月３０日

　　
４　上士幌町地域防災計画の構成
上士幌町地域防災計画は、「地震対策編」、「風水害・火山災害対策編」の二編で構成し、各編において、予防計画、災害応急対策計画、復旧計画を策定するものとする。
　　また、資料編の見直し、職員初動マニュアルの見直しも行うものとする。

５　業務内容
①業務工程表

上士幌町地域防災計画の修正業務を効率的に遂行するための方策を検討し、業務工程表

を提示すること。
②上士幌町地域防災計画案
本町の防災上の課題及び現行計画の問題点について整理し、本町の特性を活かした防災計画とすること。また、本町の防災力を見極めた身の丈にあった計画とすること。
③全庁職員の参画

本町における防災対策を全庁的な取組みとするための方策を検討し、実施の支援を行うこと。
④防災意識の高揚、啓発

町民及び町職員の防災意識の高揚を図り、災害対応力を高めるために必要な方策を検討し、実施の支援を行うこと。
⑤広域的な防災対策
地震等の災害によって本町が孤立した場合に備えるため、広域的な防災体制を確立するための方策について検討し、提示すること。
⑥各種会議等の運営支援

防災会議及び庁内検討会議等に対し、必要に応じ、資料作成や議事等の運営補助を行うこと。
⑦防災関連マニュアル等の検討

上士幌町地域防災計画を補完し、より実効性の高い計画とするために必要なマニュアルについて検討し、町が必要と認めるときは策定すること。

６　成果品
1 各種報告資料　　　　　　　　　　　　　　　　検収用コピー簡易製本３部
2 上士幌町地域防災計画          　　　　　　　検収用コピー簡易製本３部　
3 上記電子データ（CD）　　　　　　　　　　　 一式

７　その他
　この仕様書に明示なく不明な点、又は疑義が生じたときは、双方協議するものとする。
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